
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足を汚さずに駕

籠から乗り降り

することができ

るようになって

いました。 

連光寺村御猟

場は大正 6 年に 

指定が解除されますが、天皇が訪れた

ことは地元にとっても大きな出来事で

した。これを記念するために昭和 5 年

には元宮内大臣・田中光顕により多摩

聖蹟記念館が建てられ、やがて昭和 12

年には観光開発の機運とともに、それ

まで関戸駅だった駅名が「聖蹟桜ヶ丘

駅」に改称されました。 

今私たちが親しんでいる「聖蹟桜ヶ

丘駅」の名前の由来は、明治 14 年の天

皇の兎狩りから始まっているものとい

えるでしょう。連光寺村御猟場は 35 年

ほどで終焉
しゅうえん

を迎えましたが、その後も

鳥類実験場（のちの鳥獣実験場）ができ

るなど、鳥類研究の現場であり続けま

した。地域に多様な影響を与えること

になった明治天皇の兎狩りと連光寺村

御猟場は、地域史を考える上でとても

重要であると考えられます。 

旧・連光寺村(多摩市連光寺)とその

周辺は、明治 14 年に明治天皇が兎狩り

に来訪したことを契機に、明治 15 年に

「連光寺村御猟場」に指定されました。 

御猟場とは、天皇や皇族らが狩りをす

る狩猟場のことです。ほかに習志野原、

日光、天城、仙波湖など多数の御猟場が

ありましたが、連光寺村御猟場は比較

的初期のものといえます。連光寺への

明治天皇の来訪は 4 回におよび、その

後も皇后や当時皇太子だった大正天皇

(嘉仁親王)が訪れています。 

明治天皇は兎狩りや鮎漁を楽しみま

したが、嘉仁親王は 9 回ほど当地を訪

れ、鮎漁やキノコ狩りを楽しみました。

当時のことは、地元にエピソードとし

て伝わっています。 

写真は鮎籠と花火の筒です。これは、

嘉仁親王が多摩川を訪れた際に用いた

ものとされ、井上亭という料亭を営ん

だ井上家に伝えられたものです。連光

寺地区に見られる「みゆき橋」などの

「みゆき」という地名も、天皇が訪れる

ことを指す「行幸(ぎょうこう・みゆ

き)」という言葉から生まれました。 

多摩中央公園にある旧富澤家は天皇

が立ち寄って休憩をした「御小休所」

で、もともとあった連光寺地区から多

摩中央公園に移築されたものです。富

澤家住宅には、式台付き玄関があり、 

 

 

 

 

 

 

新型コロナの感染の波は、その時の

株と宿主（しゅくしゅ）である私達の因

子（行動やワクチン接種など）が複雑に

絡みあっていることから、毎回特徴が

変わるのですが（なので毎回翻弄され

ています）、オミクロン株による第 6 波

は違う意味でかなり面喰らいました。 

感染力は強く感染者は激増しました

が、若年者はインフルエンザ様の軽症

がほとんどで、発症数日後には解熱す

るなど軽快するのが早いと感じまし

た。また、呼吸不全を呈するような重

症化率も低いことから、感染を楽観視

する意見も多く出ました。確かにオミ

クロン株は重症化リスクのない若年者

にとってはあまり脅威ではなかったか

もしれません。 

3 回目ワクチン接種が進んだイギリ

スでは、感染者はとてつもなく多かっ

たものの、マスク着用義務や外出制限

などの隔離政策を撤廃、コロナと共存

し経済を回していくという方向に舵を

切りました。感染対策は国の施策では

なく、これからは個人に委ねていくと

いうことでしょう。 

慎重な日本では、3 回目のワクチン

接種に関わらず、オミクロン株が最後

の変異株となると確信できない限りイ

ギリスのような大胆なことはできなさ 

そうです。また新型コロナ感染症は短

期間で収束することは難しいと言われ

ていますので、新しい生活様式が生ま

れ、感染リスクの周知や、ワクチンや

治療薬がでてきた今、私達ならではの

コロナとの共存の在り方をさらに深め

て議論する時期になったのではないか

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共存していくためには、インフルエ

ンザウイルス感染症のように、ある程

度の感染症の許容と、持続できる感染

対策、その感染対策が強いストレスと

ならないような日常生活とのバランス

が大事だと思うのですが、コロナ禍初

期の、ただやみくもに人との接触を避

けていた時期と全く同じような生活

が、今もなお必要であるのかそろそろ

検討する余地があるのではないでしょ

うか。 

緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置

の評価はもちろんですが、マスクを感

染流行時期にかかわらず通年着用する

必要性、感染者の隔離療養期間の検証、

濃厚接触者の療養の意義、経過観察期

間、追加接種ワクチンの種類、様々な

感染対策の検証などを改めて行い、必

要で十分な感染対策にしていってほし

いと思います。 

変異株の特性にあわせる柔軟さもこ

れからは必要となるのかもしれませ

ん。 

しょうぶかん 
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※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ：当分の間休業 

橋場万里子  多摩の歴史さんぽ（３１） 

 

連光寺村御猟場の名残り 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学、お茶の水女子大学非常勤講師。 

新垣美郁代  診察室から見えること（３） 

筆者紹介：新垣美郁代(あらがき みかよ) 
鶴牧１丁目新都市センタービル新垣内科
外科クリニック院長。専門は消化器内科。
外来のほか訪問診療も行っている。 
10 歳の頃から多摩市在住。 

鶴牧西公園 

コロナとの共存とは 

中央図書館建築現場・レンガ坂(2022.1.25 撮影) 
 

「玉川鮎猟鵜飼図」 
公益財団法人多摩市文化振財団所蔵 

明治 16 年(1883)2 月 

鮎籠 花火の筒 

井上正吉家所蔵：井上亭の子孫
から井上正吉家に譲られたもの 



                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉なんでも相談会 

～ 福祉、介護、認知症ほか 気になる事、悩み事、 

     どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時：3 月 15 日(火) 14:00～16:00 

     4 月 19 日(火) 14:00～16:00 
☆場 所：1 階第１会議室 ☆参加費無料(直接会場へ) 

※相談員は社協・包括の職員｡相談内容は守られます 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

大人のためのクラフト 

～ ファブリック deデコ ～ 

お気に入りの生地で簡単にデコレーション 

☆日 時：3 月 5 日(土)  9:30～ 
☆場 所：1 階第１会議室 

☆定 員：8 名 予約受付中 

☆参加費：1000 円(材料費込み)  

☆主 催：文化部会 

 

 

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 4 月 24 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 125 回 3 月 20 日(日) 9:00～11:00 

     第 126 回 4 月 17 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 
※問合せ・申込：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時：3 月 19 日(土) 10:00～ 
     4 月 16 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 
※この活動は一般財団法人セブン-イレブン記念財団の助成を受けています 

 

菖蒲館からのお知らせ 

各イベントは新型コロナウイルスの感染状況により中

止にすることもあります。 

最新の情報は、電話、掲示板およびホームページでご

確認ください。 

来館時には手指の消毒とマスクの着用を。 

貸室使用時には十分な換気の確保と、 

使用後の消毒・清掃にご協力ください。 

菖蒲館ウォーキング 

～ 都立長沼公園方面 ～ 

☆日 時：3 月 29 日(火) 

 9:30 菖蒲館集合 

☆コース：詳細は掲示板および 

ホームページでお知らせ 

いたします。    

☆定 員：20 名 当日受付 

☆参加費：100 円(保険代ほか) 

☆持ち物：タオル、飲み物、帽子等 ※マスク着用 

☆主 催：健康･スポーツ部会 ロビー展示 

～ 春いろいろ ひな飾り ～ 

☆期 間：3 月 7 日まで 

☆場 所：ロビー 

☆主 催：文化部会 

２０２２年度「団体登録」のお知らせ 

4 月 1 日以降の貸室予約には更新、新規登録にかかわ

らず、新年度の登録手続きが必要となります。 

お早めに登録をお願いいたします。 

※本人確認できるもの、会員名簿のご提示をお願い

しております。ご不明な点は受付まで  事務局 

からきだ菖蒲館寄席 
三笑亭 可龍 早春独演会 

◆ ３月１２日(土) 開場 14:00 開演 14:30 

■三笑亭 可龍 

会  場 ： 2階ホール 

入場料 ： ￥５００ 

定  員 ： 40名 予約受付中 

出  演 ： 三笑亭 可龍  

主  催 ： 文化部会 

1978 年 東京都府中市出身 

1996 年 九代目三笑亭可楽に入門 

2010 年 真打昇進 

2013 年 3 月菖蒲館初出演 

現在、新宿末広亭、浅草演芸ホール、池袋演芸

場、国立演芸場、お江戸日本橋亭などで活躍中 

 

 

「多摩の歴史さんぽ」発刊のお知らせ 

～ からきだ菖蒲館 開館 10周年記念出版 ～ 

本紙に連載中の「多摩の歴史さんぽ」

は、パルテノン多摩学芸員の橋場万里

子氏に 2017 年新春号から連載をお願

いして、前号で 30 話となりました。開

館 10 周年にあたり、橋場氏のご厚意

により出版の運びとなりました。 

☆発売日：３月下旬予定(受付にて) 

     詳細は後日掲示します。 

多摩地区伝統文化いけばな親子
教室の皆様、ご協力ありがとう
ございました。 

 

提供：府中ＣＣパブリシティ委員会 


